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市民と築く － 開かれた自治体経営と持続可能なまちづくり
基本計画

施策目標 8Ⅶ 基
本
計
画

8－1 広報広聴と情報公開の充実

施策の目指す姿

市民と行政が対話を通じて地域の多様な声に寄り添うまち
　市政の情報を誰にでもわかりやすく、必要なときに届けるとともに、市民との対話の機会を増やし、様々な意
見を聴取することで情報の透明性と行政への信頼を高めることを目指します。

わかりやすい表現で、「伝える」ではなく、「伝わる」情報発信を目指します。

取り組むべきこと 1

取り組み方針

わかりやすい市政情報の発信

現状 若年層を中心に市報があまり読まれていない、市公式SNSが閲覧されていない等、市政の情報に関心を抱いて
いない現状があります。

指標名 最新値（R5） 目標値（R12）

市ホームページのアクティブユーザー※数（月間平均） 22,348人 26,000人

課題 市報、行政放送、ホームページ、SNS等の各媒体のターゲット層に応じて、わかりやすい表現で情報発信をす
る必要があります。

■取り組みの進捗を測るための成果指標

Ⅶ 

施
策
目
標
8
　
市
民
と
築
く 

－ 

開
か
れ
た
自
治
体
経
営
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

8

－
1
　
広
報
広
聴
と
情
報
公
開
の
充
実

役割分担

関連するWell-Being指標

指標名 アンケート回答の平均値

●市報、行政放送、ホームページ等で発信される行政情報を取得するよう努めます。
●地域の話題、情報を積極的に発信します。
●パブリックコメント、市民アンケート等を活用し、また市政報告会に参加することで政策の形成過程に参画します。

市 

民

●行政情報に関心を持ち、情報を入手し、地域に有用な情報をお互いに共有するように努めます。
●地域の話題、情報を共有するとともに、積極的に発信します。

地 

域

企
業
・

団
体

●市報や行政放送、ホームページ、SNS等を通じて各媒体の特性を生かし、全世代に 
　伝わる市政情報を発信します。
●SNSで最新の情報を素早く提供するとともに、SNSからホームページ等に誘導し、
　詳細な情報を伝えることで、市政の情報への興味、関心を深めます。

本市に関する情報を積極的に発信することで、関係人口※のさらなる増加を目指します。

取り組むべきこと 2

取り組み方針

シティプロモーション※の強化

現状 各SNSを活用した情報発信を行っており、観光入込客数、ふるさと応援寄附者数等の関係人口は増加傾向に
あります。

指標名 最新値（R6） 目標値（R12）

SNS登録者数 2,283件 3,400件

課題 各SNSでの発信において、ターゲットを絞った戦略的な発信が必要です。

■取り組みの進捗を測るための成果指標

●ターゲット層を明確にしたうえで、各SNS等の特徴を生かした戦略的な情報発信を 
　行い、本市の魅力を広く認知してもらうことで関係人口のさらなる増加と拡大に取
　り組みます。

市民が参画しやすい環境を整えることで、市民の理解と信頼のさらなる向上を目指します。

取り組むべきこと 3

取り組み方針

広聴活動の充実

現状 市民の意見や要望を聴取するための広聴活動の拡充が求められています。

指標名 最新値（R6） 目標値（R12）

市政報告会等市長が市民の意見を直接聴く場の回数 0回 年1回

課題 市政に対する市民の理解度を向上させるため、市民の声を聴取する機会を拡充する必要があります。

■取り組みの進捗を測るための成果指標

●「市政への提案」やパブリックコメント、各市民アンケート等で幅広い世代の声を的 
　確に把握するとともに、各種会議や市長が市民と直接対話する「市政報告会」等で
　市政の状況をわかりやすく伝え、意見を聴取することで市政への理解と信頼の向上
　に取り組みます。

情報公開制度※の認知度を高めることで、市民参加による開かれた市政の実現を目指します。

取り組むべきこと 4

取り組み方針

情報公開の推進

現状 情報公開に関する制度の概要や仕組みを市民に対して十分に周知できていない状況です。

指標名 最新値（R6） 目標値（R12）

市報での情報公開制度の広報 年1回 年1回

課題 市民参画推進のため、情報公開制度の認知度を高める必要があります。

■取り組みの進捗を測るための成果指標

●積極的な情報公開を推進することにより、市民の理解と信頼を高めます。
●情報公開制度に関する広報を行うことにより市民の認知と理解を深めます。

暮らしている行政機関は、地域のことを真剣に考えていると思う 2.7

●行政情報に関心を持ち、情報を入手し、無理のない範囲において協働するように努めます。
●地域の話題、情報を積極的に発信するとともに、関係団体等との連携に努めます。

＊令和6（2024）年は、国民スポーツ大会の開催により、アクティブユーザー数が増えているため、令和5（2023）年の数値を最新値としています。
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　国では、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す「デジタル田園都市国家構想」 の実現を図る
ため、令和4（2022）年度に「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定し、令和5（2023）年12月に閣議決定され
ました。さらに、令和7（2025）年12月には新たに「地方創生※に関する総合戦略～これまでの地方創生の取り組みの
フォローアップと推進戦略～」が閣議決定され、「強い経済」、「豊かな生活環境」、「選ばれる地方」の3つのインパクト
を定め、これらを実現するための施策が具体化されました。
　今回、令和8（2026）年度の「第5次多久市総合計画」の基本計画改定にあわせ、令和12（2030）年度までの5年間
を期間として、「第3期多久市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下、第3期総合戦略という。）を策定します。

基
本
計
画

総合戦略基本計画 Ⅷ

総合戦略の位置づけ1

　本市の将来像「緑園に輝くまち　多久～ 時流を感じる　文教・安心・交流・協働のまち ～」の実現に向け、前期計画で
4つの基本目標を定め、人口減少の克服・地方創生に取り組んできました。
　後期計画では、前期計画で定めた4つの基本目標を踏襲し、引き続き人口減少の抑制と地方創生に注力していきます。

基本目標3

　第3期総合戦略は、4つの基本目標に対し、目標の実現に向けた基本的方向、数値目標、具体的な施策、重要業績
評価指標（KPI）で構成しています。
　また、市の最上位計画の下、総合的かつ一体的にまちづくりに取り組んでいくため、第3期総合戦略については、第
2期総合戦略と同様に、第5次多久市総合計画と統合することとしています。そのため、本戦略で取り組むべき具体的
な施策及び重要業績評価指標（KPI）については、第5次多久市総合計画の新たな基本計画（後期基本計画）の中で
整理されているものから選定しています。

総合戦略の構成2

■総合計画及び総合戦略と人口ビジョンの関係

項 目

総合計画

選ばれる地方

豊かな生活環境

強い経済 ● ● ●

● ●

●

●

●

多久市の資源を活かし、
稼ぐ地域をつくるとともに、
誰もが安心して働ける

環境をつくる

多久市の魅力をPRし、
新しい人のつながり・
流れをつくる

多久市の子育て・
教育環境を向上し、
若い世代の結婚・出産・
子育ての希望をかなえる

多久市らしい
地域づくりを行い、
安心なくらしを守ると
ともに、地域と地域を

連携する

総合戦略

人口ビジョン

計画期間

令和3年度～12年度
（10年間）

令和8年度～12年度
（5年間）

令和8年度～12年度
（5年間）

市の最上位計画

総合計画のうち、人口減少・地方創生関連施策に
特化した計画

総合戦略の前提となる、人口動態や将来展望を踏まえた
基本的な方向を示す計画

概 要

概 要

基本目標
人口の現状と将来の展望を踏まえた上で、それぞれの地域の実情に応じながら、
一定のまとまりの政策分野ごとに、国及び県が示す戦略や基本目標を踏まえ設定する目標

基本的方向 基本目標の達成に向けてどのような施策を推進していくかの方向性を定めたもの

数値目標 基本目標について、目標設定や効果検証などを行ううえでの指標

具体的な施策 基本目標ごとに、それぞれの地域の実情に応じながら計画期間（5年間）のうちに実施する具体的な施策

重要業績評価指標
（KPI）

具体的な施策について、目標設定や効果検証などを行ううえでの指標

説 明

多久市における総合戦略の基本目標

地方創生に関する総合戦略における3つのインパクトとの対応関係

1

1 2 3 4

多久市の資源を活かし、稼ぐ地域をつくるとともに、誰もが安心して働ける環境をつくる

2 多久市の魅力をPRし、新しい人のつながり・流れをつくる

3 多久市の子育て・教育環境を向上し、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

4 多久市らしい地域づくりを行い、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

地方創生に
関する総合戦略
における3つのインパクト

多久市における
総合戦略の
基本目標

1
　
総
合
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け
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　各施策における満足度・重要度の回答の5段階評価の平均値を掲載しています。その中で、満足度においては満足
度平均値2.8を下回る点数を黄色、重要度においては重要度平均値3.4を上回る点数を緑色で色分けし、重点課題分
野（満足度・重要度の双方で色分けされている施策）を抽出しています。

■施策の満足度と重要度

教育分野および自然分野では満足度の高い施策が多く、市民から一定の成果が認められていることがわかり
ます。これらは多久市の強みであり、引き続き積極的に推進することで、強みの維持・向上が期待されます。

課題となる施策（満足度が低く、重要度が高い施策）としては、「公共交通の充実」、「商業の振興」、「工業の振
興」が見受けられます。いずれも生活基盤や雇用創出に直結するため、優先度の改善領域として位置づけ、改
善を図ることが必要です。

●

●
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■各取り組みの満足度・重要度の4象限グラフ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

3.0
3.1
2.8
3.0
2.9
2.7
2.9
3.1
2.9
2.9
2.9
2.8
2.8
3.0
2.8
3.2
3.2
3.0
3.0
2.5
2.6
2.8
2.4
2.7
2.3
2.4
2.4
2.8
2.9
2.8
2.7
2.8
2.8

3.5
3.6
3.3
3.2
3.3
3.1
3.8
3.5
3.4
3.6
3.5
3.4
3.3
3.4
3.5
3.5
3.4
3.5
3.6
3.4
3.4
3.4
3.6
3.3
3.6
3.5
3.3
3.2
3.1
3.3
3.4
3.4
3.4

学校教育の充実

子育て支援の充実

生涯学習体制の充実と地域学習活動の推進

文化遺産の保存活用と文化芸術活動の推進

スポーツの振興

地域間交流・国際交流の推進

医療体制の充実

健康づくりの推進

地域福祉の充実

高齢者支援の充実

障害者支援の充実

社会保障等の充実

困窮者支援等の確立

自然環境の保全

上・下水道の充実

廃棄物の適正な処理とリサイクルの推進

消防・防災体制の充実

河川整備等の推進

防犯活動・交通安全対策等の充実

土地及び施設の有効利用

住宅施策の充実

道路整備等の推進

公共交通の充実

農林業の振興

商業の振興

工業の振興

観光の振興

地域活動・コミュニティ活動の充実

人権・同和教育及び男女共同参画の推進

情報公開と広報広聴の充実

持続可能な財政運営の推進

公正で円滑な自治体経営の推進

子どもすくすく－
教育重視・子育て応援のまちづくり

自然と共生－
安全で緑豊かな
生活環境づくり

生涯安心－
人にやさしい健康・医療・
福祉のまちづくり

市民が主役－
人が輝く文化・スポーツ交流の
まちづくり

市民が築く－
みんなで取り組む参画と
協働のまちづくり

産業間連携で拓く－
雇用と活力を生み出す
産業づくり

市民と築く－
開かれた自治体経営と
持続可能なまちづくり

全体平均

いきいきネット－
交流と定住を支える
生活基盤づくり

施策目標 No. 施策名称 満足度 重要度

満足度 高

満足度 低
3.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.2 3.4 3.6 3.8 4.0

消防・防災体制
の充実

廃棄物の適正な処理と
リサイクルの推進

健康づくり
の推進

子育て支援の充実

自然環境の保全

地域福祉の充実

学校教育の充実
河川整備等の推進

社会保障等の充実
公正で円滑な自治体経営の推進
道路整備等の推進

防犯活動・交通安全対策等の充実

障害者支援
の充実 高齢者支援の充実

持続可能な
財政経営の推進

住宅施策の充実

土地及び施設の有効利用

医療体制の充実

上・下水道の充実

文化遺産の保存活用と
文化芸術活動の推進

スポーツの振興
人権・同和教育及び
男女共同参画の推進

生涯学習体制の充実と地域学習活動の推進
情報公開と広報広聴の充実

地域活動・コミュニティ活動
の充実

地域間交流・
国際交流の推進

困窮者支援等
の確立

農林業の振興

観光の振興 工業の振興

商業の振興

公共交通の充実

重
要
度 

低

重
要
度 

高

満足度平均値：2.8
重要度平均値：3.4

重点課題分野



関連する個別計画

計画名 計画期間

多久市中期財政計画

多久市財政健全化プロジェクト

令和7年度～令和11年度

令和4年度～
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基本計画
施策目標 8

基
本
計
画

8－2 持続可能な財政運営の推進

施策の目指す姿

安定的に行政サービスを提供する持続可能なまち
　人口減少や少子高齢化が進む中で、市民の多様化する行政ニーズに持続的かつ的確に応えるため、健全な行
政運営の実現を目指します。

事業の優先度・緊急度・事業効果等を総合的に判断し、事務事業の見直しと経常経費の削減を目指します。

取り組むべきこと 1

取り組み方針

財政改革の推進

現状 人口減少や少子高齢化による税収減と物価高騰による財政負担の増加により、行政運営は厳しい状況にあり
ます。現在、財政健全化プロジェクトを立ち上げ、健全化に向けた取り組みを進めています。

指標名 最新値（R6） 目標値（R12）

経常収支比率 92.7％ 92.1％

課題 行政運営の改善のため、経常収支比率や実質公債費比率を引き下げる取り組みを実施する必要があります。

■取り組みの進捗を測るための成果指標

Ⅶ 

施
策
目
標
8
　
市
民
と
築
く 

－ 

開
か
れ
た
自
治
体
経
営
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

8

－

2
　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
推
進

役割分担

●納税者としての義務を果たします。市 

民

－地 

域

企
業
・
団
体

●財政健全化プロジェクトのタスクメニューの目標達成に向けて、事務事業の見直し
　と経常経費の削減を継続的に取り組みます。

特定財源※への依存度を軽減し、持続可能な行政運営を実現するため、自主財源※の確保を目指します。

取り組むべきこと 2

取り組み方針

安定的な財源確保

現状 市税などの自主財源が少なく、補助金などの特定財源に頼らざるを得ない状況にあります。

指標名 最新値（R6） 目標値（R12）

市税徴収率 97.3％ 97.3％

課題 補助制度に頼らない事業を実施する必要があります。また、自主財源の確保と納付手段の拡大が必要です。

■取り組みの進捗を測るための成果指標

●自主財源の確保のため、納税や受益者負担に対する市民の理解を深めるとともに、
　市税の徴収率の維持を図ります。
●公金のキャッシュレス※納付の推進に取り組みます。

●行政のアウトソーシング※や指定管理者制度※等への対応に努めます。
●団体運営について、補助金等を財源としている組織運営を見直し、自立運営に努めます。
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基
本
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基本的方向・数値目標4

基本目標 1

目標指標

施 策

6－1 農林業の振興

取り組むべきこと

農業の振興

中心市街地の活性化

市内企業の雇用促進

基本計画該当ページ

P75

P77

P78

6－2 商工業の振興

最新値（R6） 目標値（R12）

納税義務者一人当たり課税対象所得 2,818千円 3,100千円

4
　
基
本
的
方
向
・
数
値
目
標

Ⅷ 

総
合
戦
略

多久市の資源を活かし、稼ぐ地域をつくるとともに、
誰もが安心して働ける環境をつくる

■基本的方向

■数値目標

■具体的な施策

●地域農業の担い手が確保され、持続かつ発展した農業経営を実現させることを目指します。
●一般社団法人たく21や多久市商工会等と連携し、人が集い行き交うようなにぎわいのある市街地を目指します。
●企業の人手不足が解消されるとともに、市内での新たな定住者が増加するまちを目指します。

基本目標 2

目標指標 最新値（R6） 目標値（R12）

純移動数 ▲72 15

多久市の魅力をPRし、新しい人のつながり・流れをつくる

■基本的方向

■数値目標

●若者・子育て世代の定住者を増やすことにより、コミュニティ機能が充実したまちを目指します。
●新たな観光資源や体験型コンテンツが生まれ、周遊性が高く、長い期間滞在できるまちを目指します。
●本市に関する情報を積極的に発信することで、関係人口のさらなる増加を目指します。
●ふるさと納税制度を通じて、関係人口の拡大と寄附者の目的に沿った事業の財源の確保を目指します。

重要業績成果指標（KPI）

担い手農業者数（新規・認定農業者数）

基本目標 3

目標指標

施 策

1－1 学校教育の充実

取り組むべきこと

小中一貫教育の強化

地域とともにある学校づくり
「コミュニティ・スクール」の推進

基本計画該当ページ

P23

P23

最新値（R6） 目標値（R12）

未就学児人口 567人 570人

多久市の子育て・教育環境を向上し、
若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

■基本的方向

■数値目標

■具体的な施策

●発達成長段階に即した計画的・継続的な教育実践に取り組み、学力向上を目指します。
●学校と市民の協働で取り組むコミュニティ・スクールを推進し、子どもたちの成長を支えることを目指します。
●「多久市児童センター（あじさい）」を中心に、多角的・包括的に支援ができるよう目指します。
●子育て家庭の多様な働き方に対応できる保育サービスを提供することを目指します。
●児童虐待の発生を未然に防ぐために必要な切れ目ない支援を行うための体制強化を目指します。
●妊娠期から出産、子育てまで継続的に寄り添い、支援することで、安心して子育てできるまちを目指します。
●若者・子育て世代の定住者を増やすことにより、コミュニティ機能が充実したまちを目指します。

重要業績成果指標（KPI）

全国学力・学習状況調査の正答率

学校支援ボランティアの参加人数

1－2 子育て支援の充実

子育て支援拠点の充実

保育サービスの充実

要保護児童対策の充実

P27

P27

P28

児童センター「あじさい」利用者数

3－1 健康づくりの推進 妊娠期からの切れ目のない支援 P40
出産等アンケート「家族外に相談できる人がいる」
の回答率

5－5 移住定住施策の充実
定住の促進
（若者・子育て世帯の増加に向けた支援） P73定住奨励金制度の利用者数

待機児童数

子ども家庭支援員数

施 策

5－5 移住定住施策の充実

取り組むべきこと

定住の促進（定住人口の増加）

基本計画該当ページ

P73

■具体的な施策

重要業績成果指標（KPI）

定住奨励金制度の利用者数

6－3 観光の振興とにぎわいづくり 魅力ある観光地づくりの推進 P81観光入込客数

8－1 広報広聴と情報公開の充実 シティプロモーションの強化 P87SNS登録者数

8－3 公正で円滑な自治体経営の推進 ふるさと納税の推進 P91ふるさと応援寄附額（概数）

地域経済の活性化やにぎわい創出に繋がる
イベント等の参加人数

立地企業の市内新規雇用者数
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基本的方向・数値目標4

基本目標 1

目標指標

施 策

6－1 農林業の振興

取り組むべきこと

農業の振興

中心市街地の活性化

市内企業の雇用促進

基本計画該当ページ

P75

P77

P78

6－2 商工業の振興

最新値（R6） 目標値（R12）

納税義務者一人当たり課税対象所得 2,818千円 3,100千円

4
　
基
本
的
方
向
・
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値
目
標

Ⅷ 

総
合
戦
略

多久市の資源を活かし、稼ぐ地域をつくるとともに、
誰もが安心して働ける環境をつくる

■基本的方向

■数値目標

■具体的な施策

●地域農業の担い手が確保され、持続かつ発展した農業経営を実現させることを目指します。
●一般社団法人たく21や多久市商工会等と連携し、人が集い行き交うようなにぎわいのある市街地を目指します。
●企業の人手不足が解消されるとともに、市内での新たな定住者が増加するまちを目指します。

基本目標 2

目標指標 最新値（R6） 目標値（R12）

純移動数 ▲72 15

多久市の魅力をPRし、新しい人のつながり・流れをつくる

■基本的方向

■数値目標

●若者・子育て世代の定住者を増やすことにより、コミュニティ機能が充実したまちを目指します。
●新たな観光資源や体験型コンテンツが生まれ、周遊性が高く、長い期間滞在できるまちを目指します。
●本市に関する情報を積極的に発信することで、関係人口のさらなる増加を目指します。
●ふるさと納税制度を通じて、関係人口の拡大と寄附者の目的に沿った事業の財源の確保を目指します。

重要業績成果指標（KPI）

担い手農業者数（新規・認定農業者数）

基本目標 3

目標指標

施 策

1－1 学校教育の充実

取り組むべきこと

小中一貫教育の強化

地域とともにある学校づくり
「コミュニティ・スクール」の推進

基本計画該当ページ

P23

P23

最新値（R6） 目標値（R12）

未就学児人口 567人 570人

多久市の子育て・教育環境を向上し、
若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

■基本的方向

■数値目標

■具体的な施策

●発達成長段階に即した計画的・継続的な教育実践に取り組み、学力向上を目指します。
●学校と市民の協働で取り組むコミュニティ・スクールを推進し、子どもたちの成長を支えることを目指します。
●「多久市児童センター（あじさい）」を中心に、多角的・包括的に支援ができるよう目指します。
●子育て家庭の多様な働き方に対応できる保育サービスを提供することを目指します。
●児童虐待の発生を未然に防ぐために必要な切れ目ない支援を行うための体制強化を目指します。
●妊娠期から出産、子育てまで継続的に寄り添い、支援することで、安心して子育てできるまちを目指します。
●若者・子育て世代の定住者を増やすことにより、コミュニティ機能が充実したまちを目指します。

重要業績成果指標（KPI）

全国学力・学習状況調査の正答率

学校支援ボランティアの参加人数

1－2 子育て支援の充実

子育て支援拠点の充実

保育サービスの充実

要保護児童対策の充実

P27

P27

P28

児童センター「あじさい」利用者数

3－1 健康づくりの推進 妊娠期からの切れ目のない支援 P40
出産等アンケート「家族外に相談できる人がいる」
の回答率

5－5 移住定住施策の充実
定住の促進
（若者・子育て世帯の増加に向けた支援） P73定住奨励金制度の利用者数

待機児童数

子ども家庭支援員数

施 策

5－5 移住定住施策の充実

取り組むべきこと

定住の促進（定住人口の増加）

基本計画該当ページ

P73

■具体的な施策

重要業績成果指標（KPI）

定住奨励金制度の利用者数

6－3 観光の振興とにぎわいづくり 魅力ある観光地づくりの推進 P81観光入込客数

8－1 広報広聴と情報公開の充実 シティプロモーションの強化 P87SNS登録者数

8－3 公正で円滑な自治体経営の推進 ふるさと納税の推進 P91ふるさと応援寄附額（概数）

地域経済の活性化やにぎわい創出に繋がる
イベント等の参加人数

立地企業の市内新規雇用者数

実施方法 郵送・オンライン併用

実施時期 2025年9月8日～2025年9月28日

対象 18歳以上の多久市民2,000名（無作為抽出）

回答件数 793件
【回答者の年齢別内訳】
●29歳以下：21人　●30～39歳：50人　●40～49歳：49人　●50～59歳：98人
●60～69歳：180人　●70歳以上：376人　●無回答：19人

実施概要
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　「第5次多久市総合計画後期基本計画」の策定にあたり、市民の暮らしやすさや幸福感（Well-Being）の現状を把
握し、今後のまちづくりに役立てることを目的としてWell-Beingアンケート調査を実施しました。

　Well-Beingは、世界保健機関（WHO）が掲げる憲章の前文において、「健康とは、病気ではないとか、弱っていないと
いうことではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態にある」と表現されています。
経済が発展・成熟したいま、「モノやサービスがどれだけ売れたかという経済の豊かさが幸せであるとは限らず、心の豊
かさや幸福を重視する社会が望ましい」との価値観が広がっています。「物質的な豊かさ」ではなく、一人ひとりが「実
感できる豊かさ」、いわゆる主観的なWell-Beingを重要視する動きがあり、日本でも注目が集まっています。
　デジタル庁は、行政の成果を住民の生活の質の向上として捉え、Well-Being指標の整備・可視化・活用支援を一
体的に推進しています。具体的には、国内外の枠組みを参照した指標の設計、ダッシュボード※やオープンデータによ
る可視化・公開、セミナー開催やファシリテーター制度などを通じた自治体向けの活用支援を実施しています。

　Well-Being指標は、地域における幸福度・生活満足度を計る4つの設問と、3つの因子群（「生活環境」、「地域の人
間関係」、「自分らしい生き方」）から構成され、アンケートでは3つの因子群を24のカテゴリーに細分化し、設問が設
計されています。

Well-Beingアンケート

■Well-Being指標の導入目的

■Well-Being指標を構成する各因子のカテゴリー内訳

出典：デジタル庁「地域幸福度Well-Being指標」

出典：デジタル庁「地域幸福度Well-Being指標」

1
スマートシティ・まちづくりにおける

「人間中心主義」を明確化 2
「暮らしやすさ」と「幸福感（Well-Being）」

市民の視点から数値化・可視化

3
ランキングではなく、

自治体が「個性を磨く」機会を創出 4
WHO等の

国際的な枠組みを導入

5
主観と客観データの両方を活用

無料でオープン化 6
データに基づく政策づくりや
より政策効果の高い歳出への転換に活用し

まちづくりに役立てる

カテゴリー名称

生活環境（16）

〈都市環境〉

医療・福祉

買物・飲食

住宅環境

移動・交通

遊び・娯楽

子育て

初等・中等教育

地域行政

デジタル生活

公共空間

都市景観

事故・犯罪

〈自然環境〉

自然景観

自然の恵み

環境共生

自然災害

地域とのつながり

多様性と寛容性

自己効力感

健康状態

文化・芸術

教育機会の豊かさ

雇用・所得

事業創造

地域の人間関係（2）

自分らしい生き方（6）



関連する個別計画

計画名 計画期間

多久市人材育成基本方針 平成17年度～ 

91 第5次多久市総合計画後期基本計画 92第5次多久市総合計画後期基本計画

基本計画
施策目標 8

基
本
計
画

8－3 公正で円滑な自治体経営の推進

施策の目指す姿

公正で開かれた行政運営を進め、
市民から信頼される持続可能なまち

　多様化・高度化する行政ニーズに対応し、持続可能な行政サービスを提供するため、運営・経営基盤の安定化
に向けた取り組みを推進する自治体経営を目指します。

市の発展や財政の安定化につながる持続可能な行政運営を目指します。

取り組むべきこと 1

取り組み方針

行政改革の推進

現状 行政ニーズに対応した事業を行ってきましたが、そのニーズが多様化・高度化している状況にあります。

指標名 最新値（R6） 目標値（R12）

業務見直し改善件数 6件 25件

課題 限られた行政資源の中で、ニーズに対応した新規事業を検討するとともに、継続事業の見直しを行う必要があ
ります。

■取り組みの進捗を測るための成果指標
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役割分担

●行政改革に関する情報等について関心を持ち、意見を伝えます。市 

民

地 

域

企
業
・
団
体

●行政評価を実施し、事業の効果的な推進を図ります。
●職員の業務改善意識の醸成に取り組みます。

ふるさと納税制度を通じて、関係人口の拡大と寄附者の目的に沿った事業の財源の確保を目指します。

取り組むべきこと 2

取り組み方針

ふるさと納税※の推進

現状 ふるさと納税制度は制度改正が頻繁に行われており、制度に沿った運営が必要とされています。

指標名 最新値（R6） 目標値（R12）

ふるさと応援寄附額（概数） 13億円 10億円

課題 ふるさと納税制度の要件が厳しくなる中、寄附者数増加と財源確保に向けた効果的な施策を講じる必要があ
ります。

■取り組みの進捗を測るための成果指標

●より豊富な種類の地場産品を返礼品として提供し、寄附者の増加と地域の魅力発
　信に取り組みます。

時代の変化に対応できる職員の育成を目指します。

取り組むべきこと 3

取り組み方針

職員の人材育成等の推進

現状 時代の変化に応じた市民ニーズを的確に把握し、対応できる職員の充足状況が懸念されています。

指標名 最新値（R6） 目標値（R12）

研修会の開催件数と他機関が開催する研修への参加件数の総数 49件 60件

課題 市民のニーズを基にした政策を形成するため、職員の市民志向を醸成し、スキル向上に取り組む必要があり
ます。

■取り組みの進捗を測るための成果指標

●職員の市民志向の醸成やスキル向上を図るため、職員向けの研修会を実施するとと
　もに、他機関が実施する研修への参加を促進する取り組みを行います。

●民間企業の知見を活かし、求めに応じて市政に協力します。

●行政改革に関する情報等について地域単位で関心を持ち、必要があれば地域を代表して意見を伝えます。

＊目標値が令和6（2024）年度よりも下降しているものの、10億円の水準は維持していくことを目指します。

ふるさと納税・佐賀牛 ふるさと納税・多久のお米

Ov erv ie w of t he 5 t h
Comp r ehen s i v e P l a n f or Ta k u C i t y

資料編

3－3 高齢者支援の充実 高齢者の健康づくりの推進 P45後期高齢者健診受診率 

5－4 公共交通の充実 地域内交通の利用促進 P71「チョイソコたく」利用者数

101 第5次多久市総合計画後期基本計画 102第5次多久市総合計画後期基本計画
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基本目標 4

目標指標

施 策

2－3 スポーツの振興

取り組むべきこと

総合型地域スポーツクラブの
育成支援とスポーツの普及

基本計画該当ページ

P35

最新値 目標値（R12）

住みやすさ度（基本目標4のKPIのうち、達成できた数） － 12指標中10

多久市らしい地域づくりを行い、安心なくらしを守るとともに、
地域と地域を連携する

■基本的方向

■数値目標

■具体的な施策

●年齢にかかわらず誰もがスポーツに取り組み、いきいきしているまちの実現を目指します。
●国際交流活動を通じて相互理解を深めるとともに、国籍に関係なく心豊かに暮らせるまちを目指します。
●あらゆる世代の健診データを基に個別に対応した保健指導で、生活習慣病予防・重症化予防を目指します。
●地域の医療機関等との連携を促進し、安心して健康に暮らし続けるまちを目指します。
●高齢者自らが健康維持・増進に心がけ、健康づくりや介護予防に積極的に取り組むことを目指します。
●保険税率が上昇する中で、国民健康保険財政の安定的な運営と税負担の公平性実現を目指します。
●再生エネルギーの活用や省エネルギー化を通して低炭素のまちを目指します。
●市内の環境を守るため、公共下水道事業及び浄化槽の設置補助を実施し、汚水処理人口の向上を目指します。
●ごみの適切な管理・分別を通して、豊かな自然環境の維持と循環型社会の形成を目指します。
●地域防災の要となる、自主防災組織を中心に共助の力を充実させ、災害に強いまちを目指します。
●民間交通事業者の運行エリアを補完し、市民から信頼される、質の高い公共交通サービスを目指します。
●DXの推進により、市民と行政の接点を見直すことで市民の利便性向上を目指します。

重要業績成果指標（KPI）

総合型地域スポーツクラブ会員数

3－5 社会保障等の充実
国民健康保険税率の県内一本化
と安定した運営体制の確立

P51国民健康保険税収納率

4－4 消防・防災体制の充実 自主防災組織の育成 P58
自主防災組織等に対し、市が実施する防災研修・
防災訓練延べ実施回数

8－5 DXの推進
デジタル技術と業務変革
による市民の利便性向上

P95デジタル関連講座の受講人数

2－4
地域間交流・
国際交流の推進

国際交流の活性化 P37
市等が主催する国際交流及び
多文化共生推進イベントの開催回数

4－1
GXの推進と
自然環境の保全

GXの推進による地球温暖化防止 P53
多久市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）の策定

4－3
廃棄物の適正な処理と
リサイクルの推進

循環型社会形成への意識啓発と
リサイクル率の向上

P56一般廃棄物のリサイクル率

4－2
生活排水処理
（下水道・浄化槽）の推進

汚水処理整備事業の推進 P55汚水処理人口普及率

3－1 健康づくりの推進

健康づくりの推進

地域医師会や医療機関等との
連携強化

P39

P40

メタボリックシンドローム該当者・
予備群の割合（特定健診受診者）

休日に多久・小城市内で受診できる
医療機関体制の確保率
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